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シリカ-C18カラムを用いる逆相HPLCで第4級アンモニウムイオンを持つ有機化合物（例え

ばBKC、CPCなど）を測定する場合、残存シラノールと第4級アンモニウムイオンとの相

互作用を抑えるため、移動相にイオンペア試薬や過塩素酸塩を加える手法が一般的に用い

られる。アミド基を導入したC18カラムである Vario HLP C18 では、アミド基が残存シラ

ノールと第4級アンモニウムイオンとの相互作用を抑制するため、リン酸を添加した簡便

な移動相条件でこれらの有機化合物を良好なピーク形状で溶出させることができる。

塩基性化合物の測定に適した
Vario HLP C18 によるBKC、CPCの測定
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＜測定条件＞

カラム ： J-Pak Vario HLP C18 ( 4.6 mm I.D.×150 mmL, 5 µm)

検 出 ： UV-215 nm

移動相A ： 0.1 %リン酸水溶液

移動相B ： 0.1 %リン酸アセトニトリル溶液

移動相組成： A/B = 60/40

流 量 ： 1.0 mL/min

カラム温度： 40 ℃

測定試料 ： 塩化ベンザルコニウム (BKC) 標準液, 塩化セチルピリジニウム (CPC) 標準液

BKC；塩化ベンザルコニウム

CPC；塩化セチルピリジニウム

＜試料構造式＞ BKC CPC

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0
Retention Time [min]

0

10000

20000

30000

34000

In
te

ns
ity

BKC

CPC



J-Pak Applications

https://www.jasco‐eng.co.jp/

ID：

6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0
Retention Time [min]

0

10000

20000

30000

38000

In
te

ns
ity

BKC

CPC

JPA39010

2016/02 (2/2)

Keyword：塩基性化合物, 4級アンモニウム基, Vario HLC C18, アミド基を持つC18カラム, UV検出器,

塩化ベンザルコニウム (BKC), 塩化セチルピリジニウム (CPC)

その他のシリカ-C18カラムとの測定結果の比較

ハイブリットシリカを使用したC18カラム

移動相組成：A/B = 35/65

J-Pak Vario HLP C18

移動相組成：A/B = 60/40
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一般的なシリカ-C18カラム

移動相組成：A/B = 30/70
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